
　
日
本
の
原
子
力
発
電
所
は
、東
日
本
大

震
災
前
の
２
０
１
１
年
３
月
時
点
で
は

54
基
が
稼
動
し
て
い
た
が
、震
災
後
は
定

期
検
査
後
の
運
転
再
開
が
で
き
ず
、２
０

１
２
年
５
月
に
は
全
基
が
停
止
。そ
の

後
、電
力
の
安
定
供
給
の
た
め
に
、暫
定

的
な
安
全
基
準
を
満
た
し
た
大
飯
３
、４

号
機
が
２
０
１
２
年
７
月
に
再
稼
動（
新

　
原
子
力
事
業
本
部
は
、先
行
プ
ラ
ン

ト
の
知
見
を
踏
ま
え
、美
浜
３
号
機
の

特
重
施
設
の
早
期
完
成
に
向
け
て
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
検
討
、実
施
し
て

き
た
。

　
至
近
で
は
、土
木
工
事
と
電
気
・
機
械

設
備
工
事
の
工
法
を
工
夫
し
、並
行
化

す
る
こ
と
等
で
、工
程
の
短
縮
を
実
現

し
、７
月
28
日
に
設
置
完
了
。運
転
再
開

（
並
列
）時
期
を
10
月
か
ら
８
月
12
日
へ

と
約
２
カ
月
前
倒
し
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

　
こ
の
前
倒
し
に
よ
り
、電
力
供
給
力

は
約
83
万
ｋ
Ｗ
増
加
す
る
こ
と
に
な

る
。美
浜
３
号
機
の
稼
動
に
よ
り
、関
西

エ
リ
ア
を
含
む
広
域
ブ
ロ
ッ
ク
の
８

月
、９
月
の
供
給
予
備
率
は
、そ
れ
ぞ
れ

　
美
浜
３
号
機
の
特
重
施
設
で
土
木
、

建
築
工
事
を
担
当
す
る
宮
崎
さ
ん
と
、

工
事
開
始
初
期
か
ら
全
体
の
工
程
管
理

業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
藤
本
さ
ん
に
お

話
を
聞
い
た
。

子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た

め
の
機
能
を
求
め
て
い
る
。本
施
設
の

設
置
に
は
本
体
施
設
の
工
事
計
画
認
可

か
ら
５
年
の
猶
予
期
間
が
あ
る
。

　
関
西
電
力
の
保
有
す
る
７
基
の
う

ち
、特
重
施
設
を
設
置
し
て
い
る
の
は

こ
れ
ま
で
、高
浜
３
、４
号
機
の
２
基

で
、美
浜
３
号
機
に
つ
い
て
は
、当
初
本

年
10
月
を
設
置
完
了
時
期
と
し
て
い

た
。

て
い
る
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
乏
し
い
日
本
で

は
、さ
ま
ざ
ま
な
電
源
を
バ
ラ
ン
ス
良

く
組
み
合
わ
せ
る「
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ

ク
ス
」が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。中
で
も

原
子
力
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
確
保（Energy Security

）」、「
経

済
性（Econom

y

）」、「
環
境
問
題
へ
の
対

応（Environm
ental Conservation

）」の

「
３
Ｅ
」全
て
の
面
で
優
れ
て
お
り
、欠
か

す
こ
と
が
で
き
な
い
重
要
な
電
源
だ
。

　
関
西
電
力
の
原
子
力
発
電
所
は
、こ

れ
ま
で
に
７
基
が
新
規
制
基
準
に
合
格

し
、そ
の
う
ち
５
基
が
再
稼
動
済
み
だ
。

８
月
１
日
時
点
で
、大
飯
３
号
機
が
稼

動
中
で
、８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、大

飯
４
号
機
、高
浜
３
号
機
、美
浜
３
号
機

が
本
格
運
転
に
入
り
、定
期
検
査
中
の

高
浜
４
号
機
を
含
め
て
、年
内
に
５
基

を
稼
動
さ
せ
る
予
定
だ
。

　
東
京
電
力
福
島
第
一
発
電
所
事
故
以

降
、原
子
力
発
電
所
の
運
転
期
間
は
40

年
と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、期
間
満
了

の
際
、点
検
や
評
価
等
に
よ
り
安
全
性

が
確
認
さ
れ
れ
ば
、運
転
期
間
延
長
認

可
制
度
に
よ
り
最
大
20
年
の
延
長
が
認

め
ら
れ
る
。関
西
電
力
が
保
有
す
る
プ

ラ
ン
ト
で
は
美
浜
３
号
機
が
昨
年
６
月

に
、40
年
超
プ
ラ
ン
ト
と
し
て
国
内
で

初
め
て
再
稼
動
を
果
た
し
、高
浜
１
、２

号
機
も
運
転
期
間
延
長
の
許
可
を
得
て

い
る
。

▼
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト

の
羽
生
結
弦
選
手
が
競
技

者
と
し
て
一
線
を
退
き
、プ

ロ
に
転
向
す
る
決
意
を
表

明
し
た
。五
輪
二
連
覇
を
は

じ
め
、日
本
人
選
手
と
し
て

前
人
未
踏
と
も
い
え
る

数
々
の
偉
業
に
心
か
ら
敬

意
を
表
し
た
い
。

▼
彼
を
見
て
い
つ
も
感
心

さ
せ
ら
れ
る
の
は
、「
挑
戦

し
続
け
る
姿
勢
」だ
。全
日

本
選
手
権
優
勝
、五
輪
金

メ
ダ
ル
、誰
も
成
し
遂
げ

て
い
な
い
４
回
転
ア
ク
セ

ル
ジ
ャ
ン
プ
。高
い
目
標

を
打
ち
立
て
、
そ
れ
を

次
々
に
達
成
し
て
も
燃
え

尽
き
る
こ
と
は
な
く
、さ

ら
に
高
み
を
目
指
し
続
け

た
。引
退
で
は
な
く
決
意

表
明
と
い
う
言
葉
を
使
っ

た
の
も
、そ
の
姿
勢
の
表

れ
だ
ろ
う
。プ
ロ
ス
ケ
ー

タ
ー
と
し
て
の
彼
の
新
た

な
挑
戦
が
楽
し
み
だ
。

▼
羽
生
選
手
が
16
歳
の
時
、

新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

「
理
想
の
選
手
は
い
な
い
。

『
羽
生
結
弦
』と
し
て
最
終

的
に
上
に
立
ち
た
い
」と

語
っ
た
と
い
う
記
事
を
目

に
し
た
。彼
に
と
っ
て
の

パ
ー
パ
ス（
存
在
意
義
）が

「
誰
も
が
目
標
に
す
る
最
高

の
選
手
に
な
る
」と
い
う
こ

と
な
の
だ
ろ
う
。そ
れ
に
向

け
て
数
々
の
山
を
越
え
て

き
た
。ビ
ジ
ョ
ン
が
定
ま
っ

て
い
る
人
間
の
強
さ
を
感

じ
る
。

▼
企
業
も
同
様
で
、偉
大
な

企
業
に
は
優
れ
た
ビ
ジ
ョ

ン
が
あ
る
。関
西
電
力
に

と
っ
て
の
パ
ー
パ
ス
は

「『
あ
た
り
ま
え
』を
守
り
、

創
る
」。私
た
ち
も
常
に
高

い
目
標
を
打
ち
立
て
、挑
戦

を
続
け
た
い
。

規
制
基
準
の
適
合
を
受
け
た
再
稼
動
は

２
０
１
８
年
）、２
０
１
３
年
の
新
規
制

基
準
施
行
後
は
、川
内
１
、２
号
機（
九
州

電
力
）、高
浜
３
、４
号
機
、伊
方
３
号
機

（
四
国
電
力
）、玄
海
３
、４
号
機（
九
州
電

力
）、そ
し
て
美
浜
３
号
機
の
順
で
再
稼

動
を
果
た
し
た
。現
在
、定
期
検
査
中
の

も
の
も
あ
る
が
、10
基
が
再
稼
動
済
み

だ
。震
災
前
ま
で
は
原
子
力
が
発
電
電
力

量
の
30
％
前
後
を
占
め
て
い
た
が
、現
在

は
7.8
％（
２
０
２
１
年
度
）程
度
と
な
っ

　
関
西
電
力
の
美
浜
発
電
所
３
号
機
の
運
転
再
開
が
目
前
に
迫
っ
て
い
る
。テ
ロ
対
策
の
特

定
重
大
事
故
等
対
処
施
設
の
工
期
短
縮
に
よ
り
、再
開
時
期
を
約
２
カ
月
前
倒
し
し
た
。至
近

の
燃
料
価
格
高
騰
、需
給
ひ
っ
迫
等
の
中
で
、３
Ｅ
の
同
時
達
成
の
観
点
か
ら
、原
子
力
の
果
た

す
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る
。日
本
に
お
け
る
原
子
力
発
電
の
位
置
づ
け
や
、当

社
の
原
子
力
発
電
所
の
稼
動
状
況
、安
全
性
向
上
へ
の
取
組
み
等
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
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原
子
力
発
電
の
今

美
浜
３
号
、２
カ
月
前
倒
し
で
運
転
再
開
へ
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日
本
の
原
子
力
発
電
の

状
況
と
役
割

特
定
重
大

事
故
等
対
処
施
設
と
は

美
浜
３
号
機
、運
転
再
開

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
を
考
え

る
う
え
で
、「
3
E
」の
大
前
提
と
な

る
の
が
安
全
確
保（Safety

）で
あ

り
、あ
わ
せ
て「
S
＋
3
E
」と
呼
ば

れ
て
い
る
。関
西
電
力
は
原
子
力
発

電
所
の
安
全
性
向
上
に
向
け
、特
重

施
設
設
置
等
の
新
規
制
基
準
に
適

合
さ
せ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、さ
ら

に
自
主
的
な
取
組
み
も
進
め
て
い

る
。例
え
ば
、デ
ジ
タ
ル
式
の
中
央

制
御
盤
や
免
震
事
務
棟
の
設
置
等

の
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な
く
、重
大
事

故
が
発
生
し
た
場
合
で
も
対
応
で

き
る
よ
う
、対
応
体
制
の
充
実
や
、

研
修
や
訓
練
に
よ
る
対
応
能
力
の

向
上
等
、ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て
も
強

化
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
関
西
電
力
は
、安
全
を
最

優
先
に
、緊
張
感
を
持
っ
て
原
子
力

プ
ラ
ン
ト
の
運
転
に
努
め
て
い
く
。

　
原
子
力
発
電
所
の
継
続
的
な

安
全
性
向
上
の
た
め
、協
力
会

社
社
員
と
も
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
実
施
し
て

い
る
。安
全
を
確
保
す
る
う
え

で
大
変
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
協
力
会
社
社
員
と
思
い
を

ひ
と
つ
に
し
、対
等
な
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
く
と
と
も

に
、連
携
の
強
化
を
図
っ
て
い

る
。２
０
２
１
年
度
は
、３
発

電
所
で
計
６
回
実
施
し
、協
力

会
社
社
員
54
名
が
参
加
し
た
。

安
全
性
向
上
に
向
け
て

協
力
会
社
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

従
業
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

■特定重大事故等対処施設を構成する設備概要

■原子力発電所の運転再開までの流れ
　（日付は8月1日時点での予定）

◯減圧操作設備
　・原子炉内の減圧を操作する設備。

減圧操作設備
緊急時制御室
電源設備
計装設備
通信連絡設備

水源

注水設備

原子炉格納容器
過圧破損防止設備
（フィルタベント）

原子炉格納容器特定重大事故等対処施設 ▼ 各設備の説明

◯注水設備（ポンプ）
　・格納容器スプレイや格納容器下部等への注水設備。
◯原子炉格納容器過圧破損防止設備（フィルタベント）
　・原子炉格納容器内の空気を放出し、
　 内圧を低減させる設備。
◯水素爆発による原子炉格納容器の破損防止設備
◯電源設備、計装設備、通信連絡設備
◯緊急時制御室

関
西
電
力
の
原
子
力
発
電

　
特
重
施
設
設
置

に
お
い
て
は
、土
地

の
造
成
、建
物
の
設

置
、設
備
ト
ン
ネ
ル

の
工
事
等
を
、「
チ
ー

ム
美
浜
」を
合
言
葉
に
、協
力
会
社
の
方
々
と

一
丸
と
な
っ
て
進
め
ま
し
た
。既
設
原
子
力

発
電
所
で
は
経
験
の
無
い
、大
規
模
な
工
事

な
の
で
、協
力
会
社
の
方
々
と
積
極
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、風
通
し
よ
く

話
せ
る
関
係
構
築
に
努
め
ま
し
た
。

　
今
回
の
特
重
施
設
の
工
事
完
了
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
自
分
の
や
っ
て
き
た
仕
事
が
成
果

と
し
て
表
れ
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。こ
れ
か

ら
も
美
浜
３
号
機
の
灯
を
安
全
に
安
定
し
て

届
け
ら
れ
る
よ
う
、使
命
感
を
持
っ
て
業
務

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

原
子
力
事
業
本
部 

原
子
力
安
全・技
術
部
門

土
木
建
築
技
術
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ジャ
ー

（
美
浜
発
電
所 

土
木
建
築
工
事
グ
ル
ー
プ

課
長（
併
任
））宮
崎 

信
樹
さ
ん

　
美
浜
３
号
機
は
昨
年
６
月
の
再
稼
動

後
、同
年
10
月
に
運
転
を
停
止
し
た
。

「
特
定
重
大
事
故
等
対
処
施
設（
以
下
、

特
重
施
設
）」が
未
設
置
だ
っ
た
た
め

だ
。

　
２
０
１
３
年
に
新
規
制
基
準
が
施
行

さ
れ
、重
大
事
故
が
発
生
す
る
こ
と
を

前
提
と
し
た
対
策
や
、大
型
航
空
機
の

衝
突
、そ
の
他
テ
ロ
時
へ
の
対
策
も
考

慮
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
た
。そ
の
ひ
と

つ
が
特
重
施
設
の
設
置
義
務
だ
。

　
特
重
施
設
と
は
、既
存
の
中
央
制
御

室
を
代
替
す
る
緊
急
時
制
御
室
や
、原

子
炉
・
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
注
水
機

能
、電
源
設
備
・
通
信
連
絡
設
備
等
の
サ

ポ
ー
ト
機
能
を
有
す
る
施
設
。新
規
制

基
準
で
は
故
意
の
航
空
機
衝
突
等
の
テ

ロ
を
想
定
し
、大
規
模
な
損
壊
で
広
範

囲
に
設
備
が
使
え
な
い
事
態
で
も
、原

コ
ラ
ム 

　
今
回
の
工
事
を

安
全
最
優
先
で
緊

張
感
を
持
っ
て
進

め
る
に
は
、何
十
も

の
施
工
会
社
が
関

わ
る
工
事
全
体
を
俯
瞰
し
、効
率
化
・
最
適
化

で
き
る
点
を
能
動
的
に
つ
か
み
取
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。難
し
い
工
程
管
理
で
し
た
が
、

工
事
完
了
の
さ
ら
な
る
前
倒
し
が
達
成
で
き

た
こ
と
で
、今
夏
の
電
力
需
給
に
も
貢
献
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
れ
は
４
年
以
上

の
長
期
間
、多
く
の
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
だ
成
果
で
あ
り
、感
慨
深
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
工
事
は
個
人
と
し
て
も
、部
門
全

体
と
し
て
も
大
き
な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
こ
の
経
験
を
糧
に
、原
子
力
の
安

全
性
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

原
子
力
事
業
本
部 

原
子
力
安
全・技
術
部
門

プ
ラ
ン
ト・保
全
技
術
グ
ル
ー
プ

藤
本 

敦
士
さ
ん

定期検査開始（解列）

原子炉起動（臨界）

調整運転開始
（並列、送電開始）

本格運転開始
（総合負荷性能検査合格）

■関西電力の原子力発電所稼動状況と今後の運転方針

2016年2月に廃止措置計画を申請し、2017年4月に認可。
現在、廃止措置工事中。約30年かけて廃炉を進めていく予定。

1号機 特重施設工事中（2023年6月に再稼動予定）
2号機 特重施設工事中（2023年7月に再稼動予定）

2018年11月に廃止措置計画を申請し、2019年12月に認可。
現在、廃止措置工事中。約30年かけて廃炉を進めていく予定。

3号機 定検中（2022年9月に本格運転再開予定）

3号機 定検中 （2022年8月に本格運転再開予定）
4号機 定検中（2022年11月に本格運転再開予定）

3号機 運転中
4号機 定検中（2022年8月に本格運転再開予定）

1・2号機

1・2号機

3・4号機

3・4号機

美 

浜

大 

飯

高 

浜

34万kW1 50万kW2

83万kW
【運転延長認可済み】

1

83万kW

運転期間47年

運転期間45年

83万kW
2 運転期間46年

118万kW1 118万kW2

87万kW
3 運転期間37年

87万kW
4 運転期間37年

118万kW
3 運転期間30年

118万kW

再稼動済み

4 運転期間29年

3

1・2号機

3号機

水素爆発による原子炉
格納容器の破損防止設備

点検等

美浜3号機
の場合

9/6

8/12

8/10
検査等

検査等

※特定重大事故等対処施設は、規制基準において、原子炉建屋と可能な限り離隔距離（例えば100m以上）を確保することで、故意による大型航
空機の衝突等の重大事故に対処するための機能が損なわれないものと定められている。

東北電力

東京電力

中部電力

北陸電力

関西電力

中国電力

四国電力

九州電力

電源開発

日本
原子力
発電

北海道
電力

伊方③

川内①②
玄海③④

美浜③
高浜③④
大飯③④

東通①
柏崎刈羽①～⑤

福島第一①～⑥
福島第二①～④

美浜①②
大飯①②

敦賀①
東海・東海第二①

女川②

泊①②③

東通①

浜岡③④

志賀②

島根③

敦賀②

女川③

浜岡⑤

志賀①

女川①

島根①

伊方①②

玄海①②

柏崎刈羽⑥⑦

高浜①②

島根②

東海・東海第二②

大間

再稼動
※定検中も含む

設置
変更許可

新規制基準
審査中 未申請 廃炉

■全国の原子力発電所稼動・審査状況（資源エネルギー庁 原子力政策の状況について
　「日本の原子力発電所の状況」[2022年7月26日時点]を参照し作成）

概
算
で
0.3
％
、0.5
％
程
度
改
善
す
る
と

試
算
さ
れ
る
。現
下
の
厳
し
い
需
給
状

況
の
中
、重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

浜岡①②



　
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
と
は
、発
電
機
や
水

車
を
分
解
・
点
検
・
修
理
し
、再
度
組
み

立
て
る
工
事
の
こ
と
。サ
ン
ロ
ケ
発
電
所

で
は
２
０
１
８
年
に
ユ
ニ
ッ
ト
３
、２
０

１
９
年
に
ユ
ニ
ッ
ト
２
の
オ
ー
バ
ー

ホ
ー
ル
を
実
施
し
て
お
り
、今
回
の
ユ

ニ
ッ
ト
１
で
所
有
権
移
転
前
の
最
後
の

工
事
と
な
る
。工
期
は
３
月
中
旬
か
ら
８

月
下
旬
ま
で
の
１
６
０
日
以
上
に
お
よ

ぶ
。関
西
電
力
か
ら
の
出
向
者
や
出
張

者
、現
地
ス
タ
ッ
フ
、か
ん
で
ん
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
お
よ
び
重
電
メ
ー
カ
ー
の

ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

　
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
で
は
水
車
ラ
ン
ナ

や
発
電
機
固
定
子
の
修
理
等
、高
度
な
技

術
も
要
求
さ
れ
る
が
、長
年
の
技
術
伝

承
、現
地
ス
タ
ッ
フ
の
熱
心
な
取
組
み
に

よ
り
、重
電
メ
ー
カ
ー
の
技
術
者
か
ら
も

「
現
地
ス
タ
ッ
フ
は
非
常
に
ス
キ
ル
が
高

く
、貪
欲
に
技
術
を
習
得
す
る
と
い
う
姿

勢
や
、昔
の
日
本
の
よ
う
な
現
場
の
一
体

感
が
あ
る
」と
の
声
を
い
た
だ
い
た
。

　
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
安
全
管
理
や
施
工

品
質
管
理
等
の
技
術
力
向
上
に
よ
り
、今

回
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
で
は
、か
ん
で
ん

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と「
リ
モ
ー
ト
テ
ク

ニ
カ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」と
い
う
新
た
な

試
み
を
実
施
し
て
い
る
。現
場
か
ら
タ
イ

ム
リ
ー
に
デ
ー
タ
を
日
本
へ
共
有
し
、オ

ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
合
意
形
成

や
判
断
を
瞬
時
に
行
う
こ
と
で
、日
本
と

フ
ィ
リ
ピ
ン
と
い
う
距
離
感
を
全
く
感

じ
ず
、効
率
良
く
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
２
０
２
１
年
か
ら
サ
ン
ロ
ケ
パ
ワ
ー

社
に
出
向
し
て
そ
の
様
子
を
見
て
き
た
、

技
術
副
社
長
の
恒
川
さ
ん
と
、主
任
技
術

者
の
東
島
さ
ん
、そ
し
て
サ
ン
ロ
ケ
パ

ワ
ー
社
の
ア
ラ
ン
さ
ん
に
お
話
を
聞
い

た
。

　
２
０
２
８
年
に
所
有
権
移
転
を
控
え
、技

術
伝
承
、案
件
価
値
向
上
を
目
指
し
、今
後

も
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
関
西
電
力
で
の
研
修

受
け
入
れ
や
、I-R

EC

（
海
外
再
エ
ネ
証
書
）

の
販
売
等
を
行
う
予
定
だ
。こ
れ
か
ら
も
関

西
電
力
の
海
外
事
業
は
続
い
て
い
く
。

派
遣
し
、建
設
中
の
施
工
管
理
や
運
転
保

守
を
中
心
と
し
た
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
２
０
０
６
年
か
ら
は
、サ
ン
ロ
ケ
パ

ワ
ー
社
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
現
地
ス
タ
ッ
フ

を
関
西
電
力
の
発
電
所
や
研
修
施
設
に
受

け
入
れ
、実
務
訓
練
や
講
義
等
を
実
施
し
、

現
地
ス
タ
ッ
フ
が
発
電
機
等
の
分
解
点
検

や
修
理
作
業
を
自
ら
の
力
で
行
え
る
よ

う
、技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
承
し
て
き
た
。

　
２
０
２
８
年
に
は
、フ
ィ
リ
ピ
ン
電
力

公
社
へ
サ
ン
ロ
ケ
発
電
所
の
所
有
権
を
移

転
す
る
予
定
だ
。

　
サ
ン
ロ
ケ
水
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、１

９
９
８
年
に
関
西
電
力
が
日
本
の
電
力
会

社
と
し
て
初
め
て
参
画
し
た
海
外
電
力
事

業
。サ
ン
ロ
ケ
ダ
ム
は
発
電
、灌
漑
、洪
水
処

理
、水
質
改
善
を
目
的
と
し
た
多
目
的
ダ

ム
で
、当
時
危
機
的
な
電
力
不
足
に
見
舞

わ
れ
て
い
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
最
重
要
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。関
西

電
力
は
、丸
紅
㈱ 

、サ
イ
ス
エ
ナ
ジ
ー
社
と

の
共
同
出
資
に
よ
っ
て
設
立
し
た
現
地
事

業
会
社
・
サ
ン
ロ
ケ
パ
ワ
ー
社
へ
社
員
を

　
関
西
電
力
初
の
海
外
電
力
事
業
、フ
ィ
リ
ピ
ン
の
サ
ン
ロ
ケ
水
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、今
年
で
運
転
開
始
か
ら
19
年
。フ
ィ
リ
ピ
ン
電
力
公
社
へ
の
所
有
権
移
転
前

の
最
後
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル（
分
解
点
検
工
事
）が
、８
月
下
旬
の
竣
工
に
向
け
て

佳
境
を
迎
え
て
い
る
。多
く
の
関
係
者
が
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
む
様
子
を
紹
介

す
る
。

02

サ
ン
ロ
ケ
水
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

最
後
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル

現
地
駐
在
員
・

サ
ン
ロ
ケ
パ
ワ
ー
社
員
の
声

サ
ン
ロ
ケ
、最
後
の

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
佳
境
へ

情
報
通
信
の
強
み
活
か
し
、

Ｖ
Ｘ
に
挑
む

オ
プ
テ
ー
ジ

オ
プ
テ
ー
ジ
と
は

　
関
西
電
力
グ
ル
ー
プ
の
中
核
会
社
で
あ

る
オ
プ
テ
ー
ジ
は
、１
９
８
８
年
に
光
フ
ァ

イ
バ
ー
賃
貸
事
業
会
社
を
母
体
と
し
て
始

ま
り
、関
西
一
円
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
活

用
し
た
個
人
向
け
の
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
中

心
に
事
業
を
展
開
し
て
き
た
。２
０
１
９
年

の
再
編
で
、前
身
の
㈱
ケ
イ
・
オ
プ
テ
ィ
コ

ム
へ
、関
電
シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

㈱（
当
時
）か
ら「
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
」「
情

報
シ
ス
テ
ム
開
発
機
能
」の
移
管
等
を
行

い
、現
在
の
㈱
オ
プ
テ
ー
ジ
が
誕
生
し
た
。

　
主
力
の
通
信
事
業
で
は
、関
西
に
お
け
る

固
定
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
の「
ｅ
ｏ

光
」と
、全
国
大
で
モ
バ
イ
ル
通
信
サ
ー
ビ

ス「
m
i
n
e
o（
マ
イ
ネ
オ
）」を
展
開
。社

会
全
体
で
Ｄ
Ｘ
が
加
速
す
る
中
、コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
や
シ
ス
テ
ム
開
発
、ク
ラ
ウ
ド
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
も

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
し
て
い
る
。

　
ま
た
近
年
で
は
、多
様
化
・
高
度
化
す
る

お
客
さ
ま
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
べ
く
、情

報
通
信
分
野
に
お
い
て
Ｖ
Ｘ
に
向
け
た
積

極
的
な
事
業
展
開
を
進
め
て
い
る
。

　
昨
今
、Ｉ
ｏ
Ｔ
を
組
み
込
ん
だ
製
品
の
普

及
と
と
も
に
、そ
れ
ら
を
連
動
さ
せ
る
ス

マ
ー
ト
ホ
ー
ム
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
を
駆
使
し
た
ス
マ
ー
ト
ホ
ー

ム
は
、空
き
家
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
、高

齢
者
や
子
ど
も
の
見
守
り
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

等
、社
会
課
題
解
決
に
も
繋
が
る
と
さ
れ
て

い
る
。オ
プ
テ
ー
ジ
は
、２
０
１
８
年
頃
か

ら
協
業
を
続
け
て
き
た
ス
マ
ー
ト
ホ
ー
ム

Ｉ
ｏ
Ｔ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
で
あ
る

㈱
リ
ン
ク
ジ
ャ
パ
ン
と
、今
年
６
月
に
資
本

業
務
提
携
を
結
ん
だ
。全
国
の
不
動
産
管
理

事
業
者
や
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
等
に
向
け
、ス

マ
ー
ト
ホ
ー
ム
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
普
及
を
目
指
す
。

　
メ
イ
ン
と
な
る
、ス
マ
ー
ト
ホ
ー
ム
統
合

　
関
西
電
力
グ
ル
ー
プ
会
社
特
集
の
第
三
弾
は
、「
オ
プ
テ
ー
ジ
」。情
報
通
信
分
野
で

の
Ｖ
Ｘ（Value Transform

ation

）に
挑
む
、同
社
の
取
組
み
を
紹
介
す
る
。

グ
ル
ー
プ
会
社
特
集
第
三
弾

従
業
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

オプテージと㈱リンクジャパン
の業務提携 詳細はこちら

　
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
で
は
、歴
代
の
駐
在
者
が

「
安
全
」と「
品
質
」を
徹
底
し
て
指
導
し
て
き

ま
し
た
。そ
の
甲
斐
も
あ
り
、日
本
と
遜
色
な

い
レ
ベ
ル
で
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
後
は

運
転
開
始
以
降
初
の
制
御
装
置
取
替
工
事
を

計
画
し
て
お
り
、そ
の
際
に
適
用
す
る
合
格
基

準
や
品
質
管
理
方
法
に
関
し
て
現
地
ス
タ
ッ

フ
を
指
導
す
る
こ
と
で
、よ
り
高
度
な
技
術
者

と
な
る
よ
う
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
で
は
、現
場

作
業
時
の
感
染
防
止
策
と
、個
人
の
健
康
管
理

の
双
方
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、日
本
か
ら
技
術
指
導
員
が
入
国
で
き
な
く

な
る
事
態
に
備
え
、日
本
研
修
で
関
西
電
力
か

ら
学
ん
だ
こ
と
、経
験
し
て
き
た
こ
と
を
復
習

し
て
臨
み
ま
し
た
。本
工
事
を
無
事
に
完
了
す

る
こ
と
は
、サ
ン
ロ
ケ
に
と
っ
て
重
要
な
マ
イ

ル
ス
ト
ー
ン
の
１
つ

で
あ
る
た
め
、引
き
続

き
最
善
を
尽
く
し
ま

す
。

　
関
西
電
力
か
ら
の
長
年
に
わ
た
る
技
術
伝

承
に
よ
り
、レ
ベ
ル
の
高
い
社
員
が
育
成
さ

れ
、今
で
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
他
発
電
所
か
ら
ベ

ン
チ
マ
ー
ク
の
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ

ま
で
関
西
電
力
で
サ
ン
ロ
ケ
業
務
に
関
わ
っ

て
き
た
従
業
員
た
ち
の
努
力
の
賜
物
で
す
。

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
の
完
結
で
ひ
と
つ
の
節
目

を
迎
え
ま
す
が
、さ
ら
に
新
た
な
価
値
を
上
積

み
し
つ
つ
、引
き
続
き
関
西
電
力
の
海
外
事
業

の
収
益
確
保
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

サ
ン
ロ
ケ
パ
ワ
ー
社 

主
任
技
術
者

東
島 

健
さ
ん

サ
ン
ロ
ケ
パ
ワ
ー
社 

技
術
副
社
長

恒
川 

俊
克
さ
ん

　
サ
ー
ビ
ス
開
始
当
初

は
、ご
提
案
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
企
業
等
の
方

か
ら
時
に
厳
し
い
ご
意

見
を
い
た
だ
く
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。そ
う
し
た
お
客
さ
ま
の
声
こ
そ

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、リ
ン
ク

ジ
ャ
パ
ン
さ
ん
と
密
に
協
力
し
改
善
を
重
ね

た
結
果
、プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
さ
れ
た
ワ
ン

ア
プ
リ
で
使
い
勝
手
が
良
く
、導
入
・
運
用
が
し

や
す
く
、Ｉ
ｏ
Ｔ
の
進
化
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
な
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
す
で
に
多
く
の
お
客
さ
ま
が
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
へ
お
越
し
く
だ
さ
り
、「Hom

eLink

」の
良
さ

を
体
感
い
た
だ
く
と
と
も
に
、新
た
な
ご
要
望

な
ど
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。引
き
続
き
、

「
Ｉ
ｏ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
と
言
え
ば
オ
プ
テ
ー
ジ
」と

皆
さ
ま
に
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、ス
マ
ー

ト
ホ
ー
ム
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
さ
ら
な
る
拡
充
や
全
国

展
開
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

コ
ン
シュ
ー
マ
事
業
推
進
本
部

住
環
境
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジェ
ク
ト
グ
ル
ー
プ

住
環
境
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム 

松
浦 

武
史
さ
ん

ア
プ
リ「Hom

eLink

」で
は
、あ
ら
ゆ
る
家
電

の
制
御
・
遠
隔
操
作
、環
境
セ
ン
サ
ー
に
よ

る
温
度
・
湿
度
・
照
度
の
感
知
、ス
マ
ー
ト
カ

メ
ラ
に
よ
る
監
視
・
見
守
り
、ス
マ
ー
ト

ロ
ッ
ク
の
施
解
錠
等
を
一
元
的
に
操
作
管

理
で
き
る
。家
電
メ
ー
カ
ー
ご
と
に
操
作
ア

プ
リ
の
設
定
が
異
な
る
従
来
の
ス
マ
ー
ト

ホ
ー
ム
機
能
に
対
し
、本
シ
ス
テ
ム
は
各
機

器
を
ひ
と
つ
の
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
統
合
的
・

直
観
的
に
操
作
で
き
る
の
が
特
徴
だ
。

　
ま
た
、こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り「
セ
ル
フ

内
覧
」も
可
能
と
な
っ
た
。セ
ル
フ
内
覧
と

は
、ス
マ
ー
ト
ロ
ッ
ク
で
の
遠
隔
施
解
錠

と
予
約
シ
ス
テ
ム
の
連
携
機
能
に
よ
り
、

申
込
か
ら
現
地
の
見
学
ま
で
、不
動
産
会

社
等
が
一
切
立
ち
会
う
こ
と
な
く
、お
客

さ
ま
ひ
と
り
で
物
件
の
内
覧
が
で
き
る
も

の
。こ
れ
に
よ
り
、お
客
さ
ま
自
身
の
予
定

に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
対
応
と
、不
動
産
管

理
事
業
者
等
の
省
力
化
の
両
立
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
こ
う
し
た
取
組
み
を
進
め
て
い
く
た

め
、オ
プ
テ
ー
ジ
は
、本
年
７
月
１
日
よ

り
、コ
ン
シ
ュ
ー
マ
事
業
推
進
本
部
に

「
住
環
境
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
グ

ル
ー
プ
」を
新
設
。ス
マ
ー
ト
ホ
ー
ム

Ｉ
ｏ
Ｔ
事
業
の
、全
国
を
見
据
え
た
集

合
住
宅
向
け
付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
拡
大
に
向
け
、今
後
も
一
層
取
組
み

を
強
化
し
て
い
く
。

　
ス
マ
ー
ト
ホ
ー
ム
Ｉ
ｏ
Ｔ
事
業
を
担

当
す
る
、松
浦
さ
ん
に
お
話
を
聞
い
た
。
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様々な機能が1つのアプリに！
●エアコン、カーテン、テレビ等の家電操作
●「おはよう」等の音声による家電一括操作
●人感センサー／環境センサーとの連動・通知
●GPS連動で帰宅前にお湯はり、空調ON等
●入居時QRコードを読み込むだけで利用開始
●各種住宅設備メーカーとの連携
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　「
夏
の
節
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２

２
」を
担
当
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
本

部
の
林
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

電
気
の
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る

た
め
に
、お
客
さ
ま
が
電
気
の
使
用
を
制

御
す
る
こ
と
で
電
力
需
要
パ
タ
ー
ン
を
変

化
さ
せ
る
こ
と
を
い
う
。Ｄ
Ｒ
の
種
類
は

制
御
の
パ
タ
ー
ン
に
よ
っ
て
、需
要
を
抑

制
す
る「
下
げ
Ｄ
Ｒ
」、需
要
を
創
出
す
る

「
上
げ
Ｄ
Ｒ
」に
区
分
さ
れ
る
。

　
ま
た
、需
要
制
御
の
方
法
に
よ
っ
て
、

「
電
気
料
金
型
」と
、「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

型
」に
区
分
さ
れ
る
。特
に
需
給
ひ
っ
迫

時
等
に
も
有
効
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、

お
客
さ
ま
が
電
力
会
社
等
の
要
請
に
応

じ
て
電
力
需
要
の
抑
制
を
行
う
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
型
Ｄ
Ｒ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
本
年
４
月
、国
が
小
売
電
気
事
業
者

を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
に
よ
れ
ば
、回
答
の
あ
っ
た
小
売
電

気
事
業
者
の
85
％
は
Ｄ
Ｒ
メ
ニ
ュ
ー
を

有
し
て
い
な
か
っ
た
。需
給
対
策
の
た

め
に
も
、Ｄ
Ｒ
の
普
及
拡
大
が
鍵
と
な

る
。

　
国
が
６
月
に
公
表
し
た「
２
０
２
２
年
度

の
電
力
需
給
に
関
す
る
総
合
対
策
」の
う
ち
、

需
要
対
策
に
つ
い
て
は
、「
２
０
２
２
年
度
夏

季
か
ら
省
エ
ネ
・
節
電
の
取
り
組
み
を
積
極

的
に
進
め
て
い
く
」べ
く
、そ
の
取
組
み
の
一

つ
と
し
て
、「
対
価
型（
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
型
）

の
Ｄ
Ｒ
の
普
及
拡
大
を
図
る
た
め
、小
売
電

気
事
業
者
に
対
し
、需
要
家
の
特
性
に
あ
わ

せ
た
Ｄ
Ｒ
の
検
討
を
促
す
と
と
も
に
、産
業

界
に
対
し
、Ｄ
Ｒ
契
約
の
周
知
、呼
び
か
け
を

行
う
」こ
と
と
さ
れ
た
。

　
今
夏
、関
西
電
力
は
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
型

Ｄ
Ｒ
の
仕
組
み
を
活
用
し
た「
夏
の
節
電
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
２
」を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

関
西
電
力
が
ご
家
庭
向
け
デ
マ
ン
ド
レ
ス

ポ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
の
は

初
め
て
で
、実
施
期
間
は
９
月
30
日
ま
で
。電

力
需
給
が
ひ
っ
迫
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
等
で
、

関
西
電
力
が
前
日
に
お
知
ら
せ
す
る
対
象

時
間
に
、お
客
さ
ま
に
節
電
を
実
施
い
た
だ

き
、節
電
実
績
に
応
じ
て
、「
は
ぴ
ｅ
ポ
イ
ン

ト
」を
進
呈
す
る
。

　
具
体
的
に
は
、は
ぴ
ｅ
み
る
電
会
員
を
対

象
に
、①
省
エ
ネ
行
動
型
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ

ン
ス
と
②
ス
マ
ー
ト
制
御
型
デ
マ
ン
ド
レ

ス
ポ
ン
ス
の
２
種
類
を
実
施
。節
電
量（※

）
１

ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り
５
ポ
イ
ン
ト
の「
は
ぴ
ｅ

ポ
イ
ン
ト
」を
進
呈
す
る
。

　
今
夏
の
関
西
エ
リ
ア
の
需
給
は
、10

年
に
１
度
の
厳
し
い
気
象
を
想
定
し
た

場
合
、広
域
ブ
ロ
ッ
ク
で
見
れ
ば
、安
定

供
給
に
最
低
限
必
要
な
３
％
は
確
保
さ

れ
る
見
通
し
だ
。し
か
し
、想
定
を
超
え

る
電
力
需
要
の
増
加
、燃
料
の
調
達
リ

ス
ク
を
踏
ま
え
る
と
、予
断
を
許
さ
な

い
状
況
だ
。

　
今
夏
、関
西
電
力
グ
ル
ー
プ
は
、供
給

面
に
お
い
て
、追
加
の
供
給
力
確
保
に

向
け
た
供
給
力
・
電
力
量
の
公
募
、発
電

所
の
計
画
外
停
止
の
未
然
防
止
お
よ
び

必
要
な
燃
料
の
確
保
、美
浜
３
号
機
の

運
転
再
開
時
期
の
前
倒
し
等
に
取
り
組

む
。そ
し
て
、需
要
面
で
は
、デ
マ
ン
ド

レ
ス
ポ
ン
ス
を
活
用
し
た
取
組
み
や
、

国
が
今
般
見
直
し
を
行
っ
た「
節
電
要

請
の
高
度
化
」（
情
報
発
信
の
多
段
階

化
）へ
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

　
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス（
Ｄ
Ｒ
）と
は
、

　
２
０
２
８
年
に
所
有
権
移
転
を
控
え
、技

術
伝
承
、案
件
価
値
向
上
を
目
指
し
、今
後

も
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
関
西
電
力
で
の
研
修

受
け
入
れ
や
、I-R

EC

（
海
外
再
エ
ネ
証
書
）

の
販
売
等
を
行
う
予
定
だ
。こ
れ
か
ら
も
関

西
電
力
の
海
外
事
業
は
続
い
て
い
く
。

ら
な
い
場
合
で
も
、需
給
ひ
っ
迫
の
可

能
性
を
事
前
に
幅
広
く
周
知
す
る
観
点

か
ら
、広
域
予
備
率
が
５
％
を
下
回
る

場
合
は
国
が「
需
給
ひ
っ
迫
注
意
報
」を

発
令
。さ
ら
に
は
、前
々
日
の
段
階
で
需

給
ひ
っ
迫
の
可
能
性
を
伝
え
る
た
め
の

注
意
喚
起
を
促
す
た
め
に
、エ
リ
ア
予

備
率
が
５
％
を
下
回
る
と
見
込
ま
れ
る

場
合
は
一
般
送
配
電
事
業
者
よ
り「
電

力
需
給
ひ
っ
迫
準
備
情
報
」を
発
信
す

る
こ
と
と
し
た
。な
お
、電
力
需
給
ひ
っ

迫
準
備
情
報
は
、警
報
や
注
意
報
と
は

異
な
り
、節
電
要
請
で
は
な
く
、一
般
的

な
情
報
提
供
と
し
て
発
信
さ
れ
る
。

　
6
月
26
日
、国
は
、翌
日
の
東
京
エ
リ

ア
の
電
力
需
給
に
つ
い
て
、一
部
時
間

帯
の
広
域
予
備
率
が
５
％
を
下
回
り
、

厳
し
い
見
通
し
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

初
め
て
の
需
給
ひ
っ
迫
注
意
報
を
発
令

し
、節
電
を
要
請
し
た
。そ
の
後
、30
日

の
18
時
に
解
除
さ
れ
る
ま
で
の
間
、注

意
報
は
継
続
さ
れ
た
。

　
ま
た
、北
海
道
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

東
北
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、東
京
電
力

パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ト
は
、６
月
29
日
お
よ

び
６
月
30
日
を
対
象
日
と
し
て
、そ
れ

ぞ
れ
の
前
々
日
に
、電
力
需
給
ひ
っ
迫

準
備
情
報
を
発
信
し
た
。

　
な
お
、７
月
末
時
点
で
、関
西
エ
リ
ア

に
お
い
て
、需
給
ひ
っ
迫
警
報
・
注
意
報

の
発
令
お
よ
び
関
西
電
力
送
配
電
に
よ

る
電
力
需
給
ひ
っ
迫
準
備
情
報
の
発
信

実
績
は
な
い
。

　
関
西
電
力
グ
ル
ー
プ
は
、今
夏
の
電
力
需
給
見
通
し
を
踏
ま
え
、需
給
両
面
で
最
大

限
の
取
組
み
を
行
う
と
と
も
に
、社
会
や
お
客
さ
ま
に
対
し
て
無
理
の
な
い
範
囲
で
の

節
電
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　
今
回
は
、関
西
電
力
の
需
要
対
策
と
し
て
は
新
た
な
取
組
み
で
あ
る「
ご
家
庭
向
け

デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
」と
、本
年
３
月
の
東
日
本
エ
リ
ア
の
需
給
ひ
っ
迫
を
踏
ま
え

て
見
直
さ
れ
た
節
電
要
請
に
係
る
情
報
発
信
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

03

今
夏
の
需
給
安
定
化
に
向
け
て

今
夏
の
需
給
状
況
と

関
西
電
力
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
対
策

Ｄ
Ｒ
の
普
及
拡
大

節
電
要
請
の
高
度
化

Ｄ
Ｒ
と
は

　「
需
給
ひ
っ
迫
警
報
」は
、広
域
予
備
率

が
３
％
を
下
回
る
見
通
し
と
な
っ
た
場

合
、国
が
節
電
を
要
請
す
る
も
の
で
、従

来
は
、前
日
18
時
頃
を
目
途
に
発
令
す
る

こ
と
と
し
て
い
た
。本
年
３
月
、東
日
本

に
お
い
て
厳
し
い
電
力
需
給
の
ひ
っ
迫

が
発
生
し
、３
月
21
日
に
初
め
て
の「
需

給
ひ
っ
迫
警
報
」が
東
京
エ
リ
ア
に
お
い

て
発
令
さ
れ
た
。

　
国
は
、東
日
本
に
お
け
る
需
給
ひ
っ
迫

に
係
る
検
証
を
経
て
、「
需
給
ひ
っ
迫
警

報
」の
発
令
時
刻
を
前
日
の
18
時
か
ら
16

時
に
早
め
る
運
用
に
見
直
す
こ
と
と
し

た
。ま
た
、前
日
段
階
で
警
報
発
令
の
基

準
で
あ
る
広
域
予
備
率
３
％
未
満
に
な

　
な
お
国
は
、家
庭
向
け
に
、電
力
会
社
が

提
供
す
る
節
電
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
登
録
す
れ

ば
２
０
０
０
円
相
当
の
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

す
る
と
決
定
し
た
。８
月
か
ら
開
始
す
る

予
定
で
あ
り
、今
冬
の
厳
し
い
電
力
需
給

も
見
据
え
て
、節
電
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
普
及

を
後
押
し
す
る
。関
西
電
力
と
し
て
も
、引

き
続
き
検
討
を
進
め
て
い
く
。

よ
り
丁
寧
な
情
報
発
信
へ

情
報
発
信
実
績

担
当
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Ｄ
Ｒ
の
普
及
拡
大
に
向
け
て

初
の
ご
家
庭
向
け
Ｄ
Ｒ

「
夏
の
節
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
２
」

ご
家
庭
向
け
Ｄ
Ｒ
と

需
給
ひ
っ
迫
時
の
情
報
発
信
を
解
説
！

電気料金型DR

夏の節電プロジェクト2022
お申込みはこちら！

ピーク時に電気料金を値上げすることで、
各家庭や事業者に電力需要の抑制を促す仕組み

需
要
量（
ｋ
Ｗ
）

0時　      　6時 　  　   12時　　      18時 　　     24時

上げDR（需要を増やす）

下げDR（需要を減らす）

平時の
需要量

メリット

デメリット

メリット

デメリット

比較的簡便であり、大多数に適用可

時々の需要家の反応によるため、
効果が不確実

契約によるため、効果が確実

比較的手間がかかり、小口需要家
への適用が困難

電力会社との間であらかじめピーク時などに
節電する契約を結んだ上で、電力会社からの
依頼に応じて節電した場合に対価を得る仕組み

インセンティブ型DR
（ネガワット取引）

　
現
業
務
で
は
家
庭
分

野
に
お
け
る
電
気
料
金

メ
ニ
ュ
ー
の
検
討
等
を

担
当
し
て
お
り
、今
回

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

制
度
設
計
や
利
用
規
約

の
作
成
を
担
い
ま
し
た
。限
ら
れ
た
期
間
で

検
討
を
行
う
必
要
が
あ
り
、ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
本
部
が
一
体
と
な
っ
て
検
討
を
進
め
ま
し

た
。ご
家
庭
向
け
Ｄ
Ｒ
は
、関
西
電
力
と
し
て

は
初
の
取
組
み
で
あ
り
、特
に
ス
マ
ー
ト
制

御
型
の
Ｄ
Ｒ
は
、他
の
小
売
電
気
事
業
者
で

の
事
例
も
少
な
く
、実
効
的
か
つ
先
進
的
な

取
組
み
が
実
装
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
客
さ
ま
に
は
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て

無
理
の
な
い
範
囲
で
節
電
に
ご
協
力
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。今
後
も
お
客
さ
ま
の

ニ
ー
ズ
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た

サ
ー
ビ
ス
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て

い
き
た
い
で
す
。

関
西
電
力 

ソ
リ
ュ
ー
ション
本
部 

企
画
部
門

企
画
グ
ル
ー
プ 

リ
ー
ダ
ー　
林 

諒
さ
ん

　
今
夏
、関
西
電
力
送

配
電
の
支
社
は
関
電

グ
ル
ー
プ
の
顔
と
し

て
、各
自
治
体
に
対
し

電
力
需
給
状
況
を
踏

ま
え
た
、無
理
の
な
い

範
囲
で
の
、節
電
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。本
年
４
月
よ
り
電
力
需
給
の
運

用
が
供
給
エ
リ
ア
単
位
か
ら
広
域
ブ
ロ
ッ
ク

単
位
に
変
更
さ
れ
、需
給
ひ
っ
迫
時
の
節
電

要
請
の
発
令
も
広
域
予
備
率
に
よ
っ
て
判
断

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た（
上
段
の
表
を

参
照
）。こ
う
し
た
制
度
変
更
も
含
め
て
各
支

社
が
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
賜
り
、節

電
要
請
に
備
え
た
信
頼
関
係
を
構
築
で
き
る

よ
う
、私
は
、国
主
催
の
自
治
体
向
け
説
明
会

に
協
力
す
る
等
、各
支
社
の
地
域
対
応
活
動

を
後
方
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
今
冬
に
お
い
て
も
需
給
ひ
っ
迫
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、今
回
構
築
さ
れ
た
連

絡
体
制
を
活
用
し
て
送
配
電
事
業
者
と
し
て

の
役
割
・
責
任
を
果
た
せ
る
よ
う
貢
献
し
て

い
き
た
い
で
す
。

関
西
電
力
送
配
電 

地
域
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
ション
部

地
域
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
ション
グ
ル
ー
プ 

マ
ネ
ジャ
ー 

大
田 

英
哉
さ
ん

（※

）過
去
の
使
用
量
に
基
づ
き
、お
客
さ
ま
ご
と
に
算
定
さ

れ
る
標
準
的
な
使
用
量
か
ら
、実
際
の
使
用
量
を
差
し
引
い

た
値

　
こ
う
し
た
電
力
需
給
に
関
す
る
総
合
対

策
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、今
年
度
、

市
区
町
村
単
位
ま
で
連
絡
体
制
の
構
築
が

要
請
さ
れ
、関
西
電
力
送
配
電
に
お
い
て

も
、自
治
体
担
当
部
署
へ
電
力
需
給
に
つ
い

て
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
自
治
体
を
は
じ
め
、地
域
対
応
に
関
す

る
総
合
調
整
や
支
援
を
担
当
す
る
大
田
さ

ん
に
話
を
聞
い
た
。

担
当
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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前日
16時目処

当日

節電要請※

需給ひっ迫準備情報の発信

① 省エネ行動型デマンドレスポンス ② スマート制御型デマンドレスポンス

■2022年度夏季の電力需給見通し（厳気象H1需要に対する予備率）（第51回 総合資源
　エネルギー調査会 電力・ガス事業分科会 電力・ガス基本政策小委員会資料3-1［2022.6.30］より抜粋・加工）

■夏の節電プロジェクト2022　実施方法

■需給ひっ迫時の対応（2022年度）の概要
　（第50回総合資源エネルギー調査会 電力・ガス事業分科会 電力・ガス基本政策
　小委員会 資料4-4［2022.5.27］より抜粋・加工）

■DRの種類（資源エネルギー庁「ディマンド・リスポンス（DR）について」
　https://www.enecho.meti.go.jp/category/electricity_and_gas/electricity_measures/dr/dr.html より抜粋・加工）

「電気の需要ひっ迫の度合いが高まる時
間帯」等、節電をお願いしたい日の前日中
に、ご参加いただけるお客さまにメールで
ご案内。当日はお客さまご自身で節電・省
エネを実施

Nature株式会社のスマートリモコン
「Nature Remo」をお持ちのお客さまは、
「Nature Remo」に登録したエアコンを自
動で節電を試みる機能「Nature Smart 
Eco Mode」をオンにすると、節電対象の
時間帯のみエアコンの温度を自動で調節

蓋然性のある追加供給力対策を踏まえても、エリア予備率5％を下
回る見通しとなった場合、前々日18時を目処に一般送配電事業者か
ら需給ひっ迫準備情報の発信

前々日
18時目処

※切迫度に応じて、節電要請の内容を変更

※申込期間：
2022年7月1日（金）～2022年9月15日（木）

需給ひっ迫注意報
の発令

あらゆる供給対策を踏まえ
ても広域予備率が5～3%の
見通しとなった場合、前日16
時を目途に資源エネルギー
庁から注意報を発令。

需給ひっ迫警報の発令
あらゆる供給対策を踏まえて
も広域予備率が3%を下回る
見通しとなった場合、前日16時
を目途に資源エネルギー庁か
ら警報を発令

需給ひっ迫警報の
発令（続報）

需給状況が前日時点から改
善がされず更新があった場
合や、より厳しい見通しとなっ
た場合、広域予備率が3％未
満の場合に資源エネルギー
庁から警報（続報）を発令。

北
海
道

東
北

東
京

中
部

北
陸

関
西

中
国

四
国

九
州

沖
縄

6.2% 6.4%

5.7% 22.3%12.5%

23.3% 19.7%

8月

9月

https://nature.global/kepco_2022_summer_dr/


▼
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト

の
羽
生
結
弦
選
手
が
競
技

者
と
し
て
一
線
を
退
き
、プ

ロ
に
転
向
す
る
決
意
を
表

明
し
た
。五
輪
二
連
覇
を
は

じ
め
、日
本
人
選
手
と
し
て

前
人
未
踏
と
も
い
え
る

数
々
の
偉
業
に
心
か
ら
敬

意
を
表
し
た
い
。

▼
彼
を
見
て
い
つ
も
感
心

さ
せ
ら
れ
る
の
は
、「
挑
戦

し
続
け
る
姿
勢
」だ
。全
日

本
選
手
権
優
勝
、五
輪
金

メ
ダ
ル
、誰
も
成
し
遂
げ

て
い
な
い
４
回
転
ア
ク
セ

ル
ジ
ャ
ン
プ
。高
い
目
標

を
打
ち
立
て
、
そ
れ
を

次
々
に
達
成
し
て
も
燃
え

尽
き
る
こ
と
は
な
く
、さ

ら
に
高
み
を
目
指
し
続
け

た
。引
退
で
は
な
く
決
意

表
明
と
い
う
言
葉
を
使
っ

た
の
も
、そ
の
姿
勢
の
表

れ
だ
ろ
う
。プ
ロ
ス
ケ
ー

タ
ー
と
し
て
の
彼
の
新
た

な
挑
戦
が
楽
し
み
だ
。

▼
羽
生
選
手
が
16
歳
の
時
、

新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

「
理
想
の
選
手
は
い
な
い
。

『
羽
生
結
弦
』と
し
て
最
終

的
に
上
に
立
ち
た
い
」と

語
っ
た
と
い
う
記
事
を
目

に
し
た
。彼
に
と
っ
て
の

パ
ー
パ
ス（
存
在
意
義
）が

「
誰
も
が
目
標
に
す
る
最
高

の
選
手
に
な
る
」と
い
う
こ

と
な
の
だ
ろ
う
。そ
れ
に
向

け
て
数
々
の
山
を
越
え
て

き
た
。ビ
ジ
ョ
ン
が
定
ま
っ

て
い
る
人
間
の
強
さ
を
感

じ
る
。

▼
企
業
も
同
様
で
、偉
大
な

企
業
に
は
優
れ
た
ビ
ジ
ョ

ン
が
あ
る
。関
西
電
力
に

と
っ
て
の
パ
ー
パ
ス
は

「『
あ
た
り
ま
え
』を
守
り
、

創
る
」。私
た
ち
も
常
に
高

い
目
標
を
打
ち
立
て
、挑
戦

を
続
け
た
い
。
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編
集
者
の

つ
ぶ
や
き
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エリア最前線
エリア最前線では、毎号異なる事業所から、さま
ざまな情報を発信しています。今回は、関西電力 
ソリューション本部CRM部門から、京都料金セ
ンターと神戸契約管理センターの皆さんです！

ソリューション本部CRM部門は、電気料金のお支払いや契約に関するお客さまのお問い合わせに日々対応してい
ます。プライベートはどのように過ごしているのでしょうか？従業員の皆さんのオンとオフの姿を紹介します！

神戸契約管理センター　浦谷 佳正さん

私たちは、２年程前から他チームのメンバーに声を掛け、定期的に登山を楽しんでいます。最近では、北アルプ
スの唐松岳へテント泊で登ってきました。天候にも恵まれ山 の々壮大な景観を堪能してきました。登山者同士の

ふれあいや笑顔に心洗われます。そして何よりチームをまたいだ交流が図れ、職場の活性化にも繋がり有意義に感じてい
ます！今後も、職場を巻き込み、登山を継続していきます！

料金長  橋本 貴裕さん
片芝 弘光さん

京都料金センター

お客さまからの電気料金のお支払い
に関するご相談に対し、誠意をもって
日 対々応しています。

ON

橋本さん

片芝さん
庶務業務を担当し、職場内の円滑な業
務遂行に向けて日 励々んでいます。

OFF

契約管理業務に従事しています。具
体的には、お客さまからのお問合せ

対応、新たな電気のご使用手続きや電気料金
メニューの変更手続き、関係箇所との調整等、
電気のご契約に関する様々な対応について、
迅速丁寧かつ確実な処理を行うよう日々励ん
でいます。

ON

ボランティアで「兵庫ふれあいラン
ニングパトロ－ル会員」の活動をし

ています。月に１回、会員数名で、通学路を含む
5kｍのコースを約40分かけ、声出しあいさつを
しながら走ります。普段何気なく行っているラ
ンニングも、ゆっくりと一声掛けながら走るだ
けで、まちの防犯に繋がります。また、ひと目で
わかるビブスやＴシャツの着用だけでも地域の
方々に安全・安心をもたらします。学生時代か
ら継続しているマラソンが、今では自身の健康
増進だけでなく地域貢献に繋がっています！

OFF ■写真左が浦谷さん
橋本
さん

片芝
さん

�

完成！

ふむ、いざとい
うときの備えが
必要じゃな

もうすぐ大きな台風
がくるらしいよ、こわ
いなあ

小さく
まとまるね！

おお

作り方はこうじゃ！
つく かた

そな

ひつよう

なにをすればいい
のかなあ？
水や食べ物を備
えておくとか？

みず た もの そな

災害時には水道がとまって水が使えなくなることも
あるんじゃ。

そんなときに水を少しでも節約で
きるのがパッククッキングじゃよ。

さいがいじ すいどう

すいどう

こわ

じょうすいじょう

と

みず

みず すこ せつやく

つか

水道が

壊れた
り…

浄水場が
止まったり…

� � �

� �

�

�

�

��

１．食材と調味料をポリ袋にいれて、しっかりと空気を抜く
２．袋の上の方でしっかりと結ぶ （加熱するときにふくらむよ！）
３．熱が通りやすいように、中の食材を均一に広げる
４．鍋で加熱 （やけどに注意！） 
５．穴のあいたおたまやトングで袋を取り出す
６．袋の結び目を切ってそのまま器にのせたらできあがり

※1  水とカセットコンロ、耐熱性ポリ袋は備えておく必要があります

※1

サバの
みそに

にく
じゃが

すごく簡
単でおい
しいね！

かん

たん

ごはんの他
にも備えた
ほうがいい
ことってあ
るのかな？

ほか

ちい

そな

「非常持ち出し品」として備えるものの
中から、携帯できそうなものはいつも
使うバッグやポケットにいれておこう！

今日は０次の常に持ち歩くもの
を一緒にそろえてみようかのう

つね も ある

いっしょ

きょう じ

これを持っていた
ら災害時にも安心
だね、毎日持ち歩
くようにするよ！

も

さいがいじ あんしん

まいにち も ある

0次の備え いつもケータイ！

とっさのときにさっと持ち出して逃げ
られるバッグを用意しよう！

1次の備え 非常持ち出し品

非常時、何日間か自給自足してしのげ
る物品を備蓄しよう！

2次の備え 安心ストック

1次と2次の減災グッ
ズも家族で調べてそ
ろえてみようかな！

じ じ げんさい

かぞく しら

備えはバッチリじゃな！最
後に、実際に台風がやっ
てきたときにどうすれば
いいか教えておくぞい！

さいそな

ご じっさい たいふう

おし

水や食事を備えるのはとても
大事じゃ！災害時にいつもと変
わらない食事がとれるパック
クッキングというのもあるぞい

そなしょくじみず

だいじ さいがいじ か

しょくじ

こんなときどうする？

きほんてき つく

しょくざい

ふくろ

ねつ

なべ

あな

ふくろ むす め き うつわ

じょうびやく

かいちゅうでんとう

けいたい

いんりょうすい

けいたいしょく

た みぶんしょうめいしょ

かんい ふくろ

あまぐなど

ふくろ と だ

かねつ ちゅうい

かんせい

とお なか しょくざい きんいつ ひろ

うえ ほう むす かねつ

ちょうみりょう ふくろ くうき ぬ

かた

減災グッズというの
もあるぞい。”減災”
とは、災害時の被害
をできるだけ少なく
するための取組み
のことじゃ

げんさい

げんさい

さいがいじ

ひじょう も

も

ひじょうじ なんにちかん じきゅうじそく

ぶっぴん びちく

ようい

だ

だ ひん

けいたい

そな

なか

つか

じ そな

じ そな

じ そな
あんしん

ひじょう だも ひん

非常時に備える３ステップ
ひじょうじ そな

ひがい

すく

とりく

懐中電灯

飲料水
マスク

げんきん

えんだま

ふく

現金

（10円玉を
含む）

携帯ラジオ

携帯食

その他、身分証明書、
簡易トイレ、ポリ袋、

雨具等
ホイッスル

常備薬

きゅうきゅう

しょうどくえき ばんそうこう など

救急セット
消毒液、絆創膏、ガーゼ等

ぼうさい かん ちしき そな

ぐたい

かぞく

てき か

かぜ

き

かみなり

でんせん

あめ えいきょう いちじてき でんき つか

かいちゅうでんとう

など

ぬ

きんじょ かみなりお でんきせいひん こわ かのうせい

でんきせいひん

き

ちかよさわ おとな ひと つた

あ

に

かくほ じ そな

①風や雨の影響で一時的に電気が使えなくなったら…

②切れてしまった電線や、倒れてしまった電柱を見つけたら…

懐中電灯で明かりを確保しよう！ 0次の備えにもあったね！

近所に雷が落ちたら、電気製品が壊れてしまう可能性があるよ！

ぜったいに触ったり、近寄ったりせず、大人の人に伝えよう！

③雷がなっているときは…
できるだけテレビやパソコン等の電気製品の

スイッチを切って、コンセントを抜いておこう！

たお でんちゅう み

家族みんなの

防災ハンドブック

かぞく

ぼうさい

関西電力
ホームページ
で閲覧

「要配慮者のための災害時に備えた食品ス
トックガイド（平成31年3月）」（農林水産省）
（https://www.maff.go.jp/j/zyukyu/foodsto
ck/guidebook.html）をもとに作成しました

このチェックリストは、阪神・淡路大震災記念
人と防災未来センター（https://www.dri.ne.jp/）
の「減災チェックリスト」をもとに作成しました

※2

※3

0次の備え
じ そな

※3

※2

それなら、『家族みんなの
防災ハンドブック』を見て
みるんじゃ！みんなで防
災意識を高めよう！

かぞく

ぼうさい み

ぼう

さいいしき たか

なるほど、教えてくれてあり
がとう！防災についてもっ
と詳しく知りたくなったか
ら自由研究で調べてみる
ね！

防災に関する知識や備
えておくべきことが具体
的に書かれているよ！
家族みんなでチェック
してみてね！

おし

ぼうさい

くわ し

しらじゆうけんきゅう

OFF

たいふう そういえば最近
学校で乾パンが
配られたよ！

さいきん

がっこう かん

くば

防災特集ぼう　　 さい　　 とく　　しゅう

https://www.kepco.co.jp/corporate/report/f_bousai/pdf/f_bousai.pdf

